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 一口に自動運転と言っても、その段階は様々 

 国際基準として図のような分類がなされている  

SAE レベル２までは自動とは言うもののあくまでも運転主体は人であり  システムが人を補助する方式。 

SAE レベル３からはシステムが主体となって運転を行う。  

 つまりは事故が起こった際に搭乗していた人が責任を負わない。  
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 国が目標としているタイムテーブルは図の通り。  

 高速道路での自動運転の流れは、もうそこまできています。  

 尚、どんな道路でも自動で走行できるレベル５は実現可能か否かの判断も難しく  

 現在はスケジュールの目処は立っていない。  
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 これらの目標を達成するために  

 ２０１７年からは全国各地で図のような車両を用いて実証実験が行われています。  

 実験車両ですが専用空間では先のレベル４レベルの運行を試していますが  

 実際に他の車両との混在交通ではレベル２の検証を行っています。  
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 国土交通省の掲げる国土のグランドデザイン２０５０における地方都市社会のイメージです。  

 人口減少社会の中でコンパクトシティの推進をはかる一方で 都市機能を分担し、まちとまちのネットワークの必要性が

クローズアップされています。 
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 京丹後市の交通政策に心血を注ぎ続ける野木氏の実施施策  

 距離別料金システムにより市内のバス移動でさえ、距離によっては１０００円以上だったバス料金を市内全域上限２００円に改定。  

 利用者は施策前の２. ５倍、運賃収入は１．３倍。バス会社への行政からの補助金は減額で交通維持  

 

 人口が少ない地方では、単一事業では成り立たない。  

 タクシーは人を運ぶ、宅急便は荷物を運ぶ、ではビジネスとして利益にならない。  

 サービス業として、色んな顧客ニーズに応える運行サービスの実施  

 

 運転者、利用者ともにスマホアプリを持ち利用者からのオーダーにより、運行者が人の輸送を行う。  

 運転者は都合が悪い時はアプリをOFF にしておけばオーダーは入らない。 

 → 支えあい交通  
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 ヨーロッパにおいて普及が進んでいるRide Share  が国内でも徐々に始まっている。 

 都市部におけるCar Share と並んで今後の拡大が予測される。  

 しかしながら一方で事故が発生した時の保障の問題。  

 運転者、利用者双方において、犯罪被害者となる可能性の排除など、課題となる問題が山積。  

 ひとたび重大犯罪などが発生すると一気に廃れる可能性がぬぐえない。  
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 地域交通は将来的に図のような変遷をたどると考えられる。  

 自動運転の自動車は高額となることが予想され、最終的に自宅まで自動で到着する自動車が開発されれば、  

 自分専用の自動車を持つ必要はなくなる。  

 １日に２時間しか乗車しない、自家用車ではなく、乗客がコロコロ変わるshare自動車の利用機会が増えていく。 
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 自動運転で可能となるこのシステムは、人が運転するタクシーでも同様に実行できる。 

 ここで生きてくるのがライドシェアだと考える。  

 

 タクシー業界は進歩が遅く未だに予約、配車を電話と無線で行っている。  

 病院、イオン、等へ出向く人は多く、時間もある程度固まっている。  

 

 図のような例を解決する地図ソフトと連動したスマホ、web アプリを開発し、 

 同一地域へ行く利用者を相乗り可能とすることは技術的に難しいことではないはずだ。  

 

 前回本会議で市長から提案のあった地域交通の改革案の一番のネックは、  

 ドライバー並びに自動車の台数確保であり、また料金においても採算に合うものとなるのかを精査する必要がある。 

 しかしながら、市長案にライドシェアの概念をミックスしていくことで、より実現可能性の高い事業となることが考えられる。  
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【所  感】 

 自動運転技術を採用していくにあたっては、安全性の確保が絶対命題。  

 現在の小野市では、らんらんバス、タクシーの間の交通手段がない。  

 市の郊外の特定地からイオン、医療センターなど特定地の区間に特化して  

 自動運転車両の運行可能道路を整備し、運行時間に縛られず、移動できる手段を確立する方法は検討に値する。  

 これについては、輪島市の取り組みが大いに参考になると思う。 
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